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2023年9⽉7⽇に打ち上げられたXRISM。観測装置の
機能確認と調整を終え、現在は、科学観測を⾏っています。

超新星残骸�N132D

⼤マゼラン雲にある超新星残骸
N132DのスペクトルとX線画像。
N132Dの太陽系からの距離は約16
万3000光年。

スペクトルには、さまざまな元素が
出す特徴的なX線が⾒えています。
こういったスペクトルから元素の種
類や量、⾼温ガスの温度や運動を知
ることができます。

ペルセウス座銀河団

太陽系からの約2億4千万光年の距
離にあるペルセウス座銀河団のスペ
クトル。背景の画像は観測領域付近
のX線・可視光・電波の合成画像。

X線スペクトルから、銀河団に満ち
ている⾼温ガスの温度や運動を測定
できます。そして、銀河団がどのよ
うなプロセスで作られ、今後どのよ
うに進化するのかを明らかにできる
と期待されます。
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